
凍てつく多摩川の河川敷で起きた悲しい事件・・・あれから6年、

川崎は、社会は、子どもたちにやさしく変化したのだろうか？

今、コロナ禍の中、誰にも助けを求めることができずに

困っている子どもがどこかにいるかもしれない。

今こそ、おとなが「つながろう」

子どもを被害者にも加害者にもしないために、おとなができることを考えよう。

川崎市川崎区を中心に、子どもたちのことを日々思い、活動する方々を招き、

子どもたちに、「私たちがここにいるよ、助けを求めていいんだよ」というメッセージを発信します。

子どもたちへのメッセージも募集。Zoomにより全国どこからでもご参加いただけます。

＜当日の内容＞

★映像 原点の多摩川の河川敷から、テーマ曲「わすれない」

★CAPプログラムの紹介

★調査報告 調査から見えてきたこと「子どもの権利でおとなが繋がる」目を向けよう、身近にあること

★パネルディスカッション「今を生きる子どもたちを被害者にも加害者にもしないために」

～川崎市教育文化会館から～（ZOOMにて配信）

パネリスト：西野博之さん（NPO法人フリースペースたまりば理事長）

宮越隆夫さん(川崎区地域教育会議議長）

鈴木 健さん（川崎市ふれあい館 副館長）

大野恵美さん（川崎市教育委員会）

圓谷 貴さん（弁護士・神奈川少年友の会会員）

★まとめ

主催：認定NPO法人エンパワメントかながわ
TEL：045-323-1818 メール：info@npo-ek.org

QRコードを読み込み、Peatixよりお申込みください。

当日のZoom IDを送ります。

後援：川崎市教育員会

いのちキャンペーン2021〜川崎からオンライン 開催要項

日時：2月14日（日）午後2時から4時 場所：川崎市教育文化会館からオンエアー（ZOOM）

定員：100名（一般参加者はオンラインのみ） 参加費：無料

本イベントはトヨタ財団しらべる助成「子どもの権利×かわさきの未来プロジェクト」として開催します



川崎市には「子どもの権利条例」があることを知っていますか？
※条例は、各自治体が定める法令です。

正式には、「川崎市子どもの権利に関する条例」で、

2001年4月1日に施行され、ちょうど20年が経とうとしています。

国連「子どもの権利条約」をもとに、全国で初めて川崎の子ども

のために作られたのが「川崎市子どもの権利条例」です。

これを作る時には、おとなと子どもがみんなで話し合って

たくさんの子どもたちの意見が取り入れられました。

子どもは、
一人ひとり
みんな、大切な人間

子どもの権利は、
一人ひとりが自分らしく
生きていくためになくては
ならないもの

「自分を大切にする」
ということは、
他の人も大切にすること、
お互いを大切にするということ

川崎の子どもにとって大切な７つの権利

１ 安心して生きる権利

２ ありのままの自分でいる権利

３ 自分を守り、守られる権利

４ 自分を豊かにし、力づけられる権利

５ 自分で決める権利

６ 参加する権利

７ 個別の必要に応じて支援を受ける権利

学校で行われている「子どもの権利学習」
そのひとつとして川崎市内の小学校を中心に20年間

実施されてきたのが、

CAP（子どもへの暴力防止）プログラムです。

だれもが「安心」「自信」「自由」の権利（基本的人権）
をもった大切な人であることを伝えます。その上で、子ど
もの身近にある暴力（いじめ、誘拐、性暴力）をテーマに
取り上げながら、子どもたちが暴力にあわないためにでき
ることを具体的に考え、体験します。

どんなことをするの？

CAPとは…Child Assault Prevention
（子どもへの暴力防止）の頭文字をとったもので、
あらゆる暴力から子ども自身が自分を守るために
何ができるかを考える人権教育プログラムです。

子どもワークショップを行う際には必ず保護者と教職員対象の
「おとなワークショップ」の開催をお願いしています。
おとなワークショップでは、保護者や教職員、そして地域のお
となが、子どもの権利について学び、子どもの権利を守るため
におとなとしてできることを考えていきます。

子どもを守るためにおとなができることを考える

CAPワークショップについてのお問い合わせはこちらへ

認定NPO法人エンパワメントかながわ
TEL:045-323-1818 Email:info@npo-ek.org

子どもたちからおとなへの

メッセージ

「まず、おとなが幸せでい
てください。おとなが幸せ
じゃないのに子どもが幸せ
にはなれません」
（2001年子どもの権利条例子どもの

権利委員会）

おとなワークショップ
参加者の声：
☆「楽しかった」
☆「ほっとした」
☆「子どものためだと
思ったが自分のため
だった」


